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[RefSeq #2fit. 2008 & 7 B]
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：核。この遺伝子は、N6-アデノシンメチルトランスフェラーゼの一部であるMT-Aの70kDaサブユニットをコードしている。この酵素は、真核生物mRNAにおける内部アデノシン残基の転写後メチル化に関与し、N6-メチルアデノシンを形成する。[RefSeq提供、2008年7月]
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	NCCIT細胞ライセートのウェスタンブロット解析（METTL3ウサギmAbを使用）。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を使用した。
	

	パラフィン包埋マウス精巣組織の免疫組織化学分析。1、METTL3ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、EDTA pH 9.0を使用して抗体を回復させた（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋前立腺癌組織の免疫組織化学分析。1、METTL3ウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈した（4℃、一晩）。2、抗体の回復にはEDTA pH 9.0を使用した（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。

